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赤穂城の沿革
赤穂城は、正

しょう ほう

保 2 年（1645）に常
ひ た ち

陸国笠
かさ

間
ま

（現在の茨城県笠間市）から石
こく

高
だか

53,500 石で入封した浅
あさ

野
の

長
なが

直
なお

が、
近
こん

藤
どう

三
さぶ

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

正
まさ

純
ずみ

に築城設計を命じ、慶
けい

安
あん

元年（1648）から寛
かん

文
ぶん

元年（1661）まで 13 年を費やして完成させ
た城である。その縄

なわ

張
ばり

は甲
こう

州
しゅう

流
りゅう

軍
ぐん

学
がく

によってなされたといわれ、本丸と二之丸は輪
りん

郭
かく

式
しき

に、二之丸と三之丸
は梯

てい

郭
かく

式
しき

に配置し、櫓
やぐら

10 箇所、門 12 箇所、枡
ます

形
がた

5 箇所を設けて防備の要
かなめ

としている。城は、熊
くま

見
み

川
がわ

（現千
ち

種
ぐさ

川
がわ

）が形成した三角州の先端に立地しているため、典型的な平
ひら

城
じろ

であり、また往時は二之丸の南半分と三之丸
の西側が瀬戸内海に面していたので、海

うみ

城
じろ

であったことも大きな特徴である。
この城を築城した浅野家は、元禄 14 年（1701）の江戸城中の刃

にん

傷
じょう

事件によって断絶し、その後は永井家を
経て森家の居城となって、明治の廃

はい

藩
はん

置
ち

県
けん

を迎えた。廃藩後に城郭建物も順次取り壊され、城内の大部分は田
畑や宅地となり城郭遺構もかなり改変を受けたが、昭和 46 年（1971）には国史跡に指定され、以後計画的に公
有化と整備が進められている。また、本丸及び二之丸において池泉を備えた庭園が発掘されており、江戸時代
初期の大名庭園「旧

きゅう

赤
あ

穂
こう

城
じょう

庭
てい

園
えん

」として平成
14 年（2002）に国名勝に指定されている。
①本丸門

本丸の表玄関となる本丸門は長方形の内
うち

枡
ます

形
がた

を備え、高
こう

麗
らい

門
もん

と櫓
やぐらもん

門の 2 門から構成
されている。この本丸門は廃城後に取り壊
されていたが、発掘調査成果・絵図・古写
真等の資料をもとにして平成 4 ～ 8 年（1992
～ 1996）にかけて復元された。一の門（櫓門）

②本丸御殿（間取り復元）

①本丸門

赤穂城の縄張模式図
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は木
もく

造
ぞう

本
ほん

瓦
がわら

葺
ぶき

の入
いり

母
も

屋
や

造りで桁
けた

行
ゆき

7 間、梁
はり

行
ゆき

2 間半、建
たて

坪
つぼ

23 坪、
二の門（高麗門）は木造本瓦葺の切

きり

妻
づま

造りで正面幅 2 間 2 分、建坪 6
坪の規模を持ち、枡形石垣とともに壮大な虎

こ

口
ぐち

を構成している。
②本丸御殿

本丸内の大部分は藩
はん

邸
てい

である御
ご

殿
てん

が占めていた。御殿は表
おもて

・中
なか

奥
おく

・
奥
おく

から構成され、表御殿は政務を行う公的な場、中奥は藩主の私的な
場、奥は女中達の部屋として使用された。発掘調査では御殿の遺構は
ほとんど検出されなかったが、東京大学史料編さん所に保管されてい
た永井家文書の中に御殿の間取り図が発見され、往時の御殿の様子を
うかがうことができた。この間取り図をもとにして平成元年（1989）
に御殿の間取り復元がなされている。御殿の他には森時代の小

こ

姓
しょう

部
屋があった場所に休憩舎を、蔵があった場所に便所を設置している。
③本丸庭園

本丸庭園は、本丸内に造られた池泉を中心とした庭園で、御殿南面
の大池泉、中奥坪

つぼ

庭
にわ

の小池泉、本丸北西隅の池泉がある。いずれも発
掘調査で検出された池泉遺構であるが、現在は修復整備がなされ、御
殿間取り復元とともに往時の庭園景観が再現されている。平成 14 年

（2002）9 月 20 日に｢旧赤穂城庭園｣として国の名勝に指定された。
④大池泉

表御殿の南面にある池泉で、発掘調査によって極めて良好な状態で
検出された。池には中島・入江・岬をしつらえ、護岸汀

てい

線
せん

は直線・曲
線を巧みに組み合わせ、池の底には割石・砂利石・瓦を幾

き

何
か

学
がく

的に敷
き詰めるなど趣のある造

ぞう

形
けい

を持っている。発掘調査や絵図から、池泉
は浅野家時代に造られたものを森家時代に改修したことが判明してい
るが、現在はその変遷がわかる形で整備されている。復元された池は
東西 38m、南北 26m、外周約 150m の規模を持ち藩邸の庭園にふさ
わしい力強い池泉となっている。
⑤中奥坪庭

中奥坪庭の小池泉は、流れの池泉と舟形の池泉という並列した二つ
の池泉から構成され、池泉の南側護岸は漆

しっ

喰
くい

に玉石を配した霰
あられ

こぼし
状の特徴ある仕上げとなっている。
⑥北西隅のくつろぎ池泉

古絵図では「くつろぎ」と記され竹林が描かれているにすぎなかった
が、平成元年（1989）の発掘調査によって池泉跡が発見された。池泉
跡からは多数の陶

とう

磁
じ

器
き

類や木製品が出土したが、なかでも「浅野内匠
頭」「大石内蔵助」など歴史上の人物名が記された木

もっ

簡
かん

が注目される。
これらの木簡の一部は赤穂市立歴史博物館に展示されている。
⑦天守台

本丸南東部には天守台が独立して築かれているが、天守は当初から
建造されなかった。赤穂城では最も高い石垣が築かれており、その高
さは約 9 ｍを測る。昭和 12 年（1937）に隅角部の崩落が修復された
ほか、昭和 60 年（1985）に天守台の登り階段が修復整備された。
⑧厩口門

浅野家時代には厩
うまや

口
ぐち

門
もん

、森家時代には台所門と呼称されていた。廃
城後に失われ、後には県立赤穂高校の通用門として改変されていた。
平成 8 年（1996）に実施した発掘調査によって門礎

そ

石
せき

等が良好な状態

⑦天守台

⑤中奥坪庭

④大池泉

⑧厩口門

⑨刎橋門跡
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で検出され、高麗門であったことが判明した。平成 13 年（2001）に門、
橋、土

ど

塀
べい

及び周辺石垣が整備され、往時の姿を取り戻している。
⑨刎橋門跡

本丸の南面、藩邸の裏手にあたる門で、非常門とも不
ふ

浄
じょう

門とも伝
えられる。建坪 5 坪の小門で、ここから二之丸へ開閉式の刎

はね

橋
ばし

が架
けられていた。『赤穂加里屋城図』によると、刎橋部分は渡り 2 間 2 尺、
幅 1 間九尺と記されている。また「赤穂城本丸内水筋図」にはこの門
の内側に石積みの構築物が描かれていたが、発掘調査の結果、土塁内
側の腰巻き石垣と合

あい

坂
さか

からなる通路となっていたことが判明した。平
成 9 年（1997）に石垣・合坂などの復元整備がなされた。
⑩本丸東北隅櫓台

本丸にあった唯一の隅
すみ

櫓
やぐら

で、東西 4 間 2 尺、南北 3 間 4 尺 2 寸の
基底部を持つ二重櫓であった。明治初期撮影の本丸門の古写真にかす
かにこの櫓が写っており、往時の姿をかろうじてうかがうことができ
る。現在は礎石も失われているが、櫓台に登る石段の一部が残存して
いる。このほか本丸には西北隅・西南隅・厩口門南に櫓台状の石垣が
あるが、いずれも櫓は築かれず横

よこ

矢
や

枡
ます

形
がた

として配されている。
⑪本丸西面石垣の横矢

赤穂城の城壁には軍
ぐん

学
がく

手法が網羅的に採用されたため、様々な折れ
による横

よこ

矢
や

が随所に見られ、赤穂城の大きな特徴のひとつとなってい
る。特に本丸西側の城壁は途中大きく屈折して、屏

びょうぶおれ

風折ともいうべき
鋭角な折れをなしており、城壁に取り付く敵への側面攻撃に配慮した
縄張となっている。
⑫本丸外堀

本丸を取り巻く堀であるが本丸門の中
なか

道
みち

部分は途切れている。発掘
調査によると、堀の底はほぼ平坦でその深さは 1.5m 内外と比較的浅
い。廃城後埋め立てられ田畑として利用されたが、昭和 28 年（1953）
以降順次復元され、平成 10 年（1998）に堀全周の整備が完了した。
⑬二之丸門跡

虎口は二之丸城壁からやや引き込まれ、西方に開く櫓門 1 門のみ
で構成されていた。虎口の設計にあたっては、山

やま

鹿
が

素
そ

行
こう

が自ら手を加
えて手直ししたと伝えられる。門は桁行４間半、梁行２間、建坪９坪
の規模を有していたというが現在は門・石垣ともに失われ、明治初期
に撮影された古写真で往時の姿をうかがえるにすぎない。古写真によ
れば櫓門は切妻造りであったことがわかる。現在は都市公園となり「か
んかん石」と呼ばれる築石の一部が現地に残されている。また門の東
には堀に突出した横矢枡形が付設され、門の守りをなしている。
　平成 14 年（2002）に実施した発掘調査によって、二之丸門枡形の
石垣の根

ね

石
いし

が検出され、枡形形状の一部が明らかとなった。
⑭二之丸庭園

平成 10 年～平成 13 年（1998 ～ 2001）にかけて全面発掘調査が行
われた大名庭園である。庭園は、大

おお

石
いし

頼
たの

母
も

助
のすけ

屋敷南面から二之丸西
仕切までに至る大規模な池泉を中心としたもので、屋敷に近い部分で
は、池底に玉石や板石を敷き詰め、上水道の水が注ぐ流れの池泉であ
るのに対し、南西に広がる部分は水深も深く船遊びができる雄大な空
間をなしていた。この二之丸庭園については、赤穂に配

はい

流
る

されていた

⑫本丸外堀

⑪本丸西面石垣の横矢

⑩本丸東北隅櫓台

⑬二之丸門（古写真）　原版：花岳寺蔵

⑭二之丸庭園
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山鹿素行が自身の日記に、茶亭での茶事に招かれたり、｢錦帯池｣と
呼ぶ池泉で船遊びなどの歓待を受けたことを記している。平成 14 年

（2002）９月 20 日、本丸庭園とともに｢旧赤穂城庭園｣として国の名勝
に指定された。現在は、大石頼母助屋敷に近い流れの池泉周辺が復元
整備され、発掘調査によって検出された東

あずま

屋
や

を整備するとともに、池
底に堆積していた土から見つかった花粉の分析などから判明した樹木
を植栽して当時の景観を再現している。
⑮二之丸庭園表門

二之丸庭園の南東隅角にあたり、発掘調査では後世の削平により遺
構は失われていたが、古絵図等の資料から門が存在したことが判明し
た。庭園への表門として、平成 20 年（2008）3 月に脇

わき

戸
ど

付きの冠
かぶ

木
き

門が整備された。
⑯大石頼母助屋敷跡

二之丸門を入ると右手には大石頼母助屋敷があった。大石頼母助良
よし

重
しげ

は大
おお

石
いし

内
く ら の す け

蔵助良
よし

雄
たか

の実の大
おお

叔
お

父
じ

に当たる人物で、とくに藩主長直に
重用され赤穂においては二之丸に屋敷を賜った。山鹿素行が赤穂に配
流された際、素行はこの大石頼母助の屋敷の一角で 8 年余りの謫

たっ

居
きょ

生活を過ごした。発掘調査では、頼母助屋敷の土塀基礎石列、建物礎
石群、上水道遺構などが検出された。平成 21 年（2009）3 月に発掘
遺構に基づいて薬

やく

医
い

門形式の屋敷門が復元された。
⑰北隅櫓台

二之丸門の北西部に位置し、往時は東西 3 間半、南北 4 間半の基
底部を持つ一重櫓が存在した。平成 16 年（2004）の発掘調査では、こ
の櫓から二之丸庭園下層に伸びる埋

まい

没
ぼつ

石
いし

垣
がき

が検出された。この調査結
果から、櫓台がもとは埋没石垣と同時に築かれたことが判明し、赤穂
城の櫓台の中でも古い時期に構築されたことが明らかとなった。平成
18 年（2006）には櫓台石垣の解体修理が実施された。
⑱西中門跡

二之丸の西側に位置し、三之丸へ開口した門である。間口 2 間余り、
建坪 6 坪の規模と伝えられ、平常は番人もなく閉ざされていたという。
発掘調査によって、門から三之丸へは土

ど

橋
ばし

でつながり、その部分で二
之丸外堀が途切れていたことが判明した。さらに土橋は門跡に対して
約 2.4m 南にずれて取り付いていたことも明らかとなった。
⑲西仕切と西仕切門

西仕切は二之丸を南北に二分する城壁で、低石垣の上に土塀が巡ら
されていたことが絵図や発掘調査から明らかとなっている。西仕切の
途中には西

にし

仕
し

切
きり

門という小門があり、発掘調査の結果、控
ひかえ

柱
ばしら

付きの棟
むな

門であったことが判明した。この西仕切門は｢透シ門｣とも呼ばれてい
ることから、門扉の一部に横板を張らない構造であったことがうかが
える。平成 21 ～ 22 年（2009 ～ 2010）に復元整備が計画されている。
⑳花見広場（元禄桜苑）

二之丸南西部にあり、古絵図等には何も描かれていない部分であっ
たが、発掘調査によって池泉などが見つかった。この池泉には、本丸
堀の余

よ

水
すい

が流れ込み、さらに池泉から城外へ排水される仕組みとなっ
ていた。現在は池泉の復元がなされ、周囲には元禄期のサクラの品種
など 18 種 200 本余りが植えられ、市民の憩いの場となっている。

⑰北隅櫓台

⑯大石頼母助屋敷門

⑮二之丸庭園表門

⑲西仕切門（計画図）

⑳花見広場（元禄桜苑）
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㉑米蔵跡休憩所
水手門の内側には米蔵・番所があり、水手門から荷揚げされた米な

どの物資はここに収められた。発掘調査では長大な米蔵の遺構が検出
され、現在はその位置に米蔵を模した休憩所が整備されている。休憩
所の内部には、米俵などの荷物が壁に触れて傷まないように壁に埋め
込まれた｢ 荷

に

ずり木
ぎ

｣を再現して、外観同様に米蔵の雰囲気が体感で
きるようになっている。
㉒水手門跡

二之丸の南端に位置し、海もしくは干
ひ

潟
がた

に面した門で、間口 1 丈、
高さ 2 間余り、建坪 4 坪の規模を持っていたという。現在も門の礎
石が原位置に残されている。門の周囲は船の出入りのため城壁を大き
く内側に引き込んだ水

みず

撚
ひねり

の縄張となり、その城壁は緩やかな曲線を描
いて西方の 南

みなみ

沖
おき

櫓
やぐら

台
だい

へとつながっていることが特徴的である。門の
前面には船着きの雁

がん

木
ぎ

が設けられ、さらに波よけの突
とっ

堤
てい

が城壁から突
出していた。この雁木と突堤は平成 10 年（1998）に発掘調査及び復元
整備が行われた。
㉓南沖櫓台

水手門から西側に延びる曲面を描く城壁の先に位置する二重櫓で、
その基底部は東西 4 間 2 尺、南北 3 間 4 尺の規模を持っていたとい
うが、この櫓も現在は櫓台の石垣を残すのみである。
㉔潮見櫓台

潮
しお

見
み

櫓
やぐら

と呼ばれたこの櫓は、二之丸東南隅に位置し、基底部が東西
3 間 5 寸、南北 4 間 2 尺の規模をもつ二重櫓であったが、今は櫓台
の石垣のみが残されている。南沖櫓とともに海上監視のための櫓で、
城南面の守りを固めている。
㉕東仕切門跡

本丸天守台東側の堀に接して東仕切の石垣があり、これに小門が東
に面して設けられていたという。この東仕切門の北側には作

さく

事
じ

小屋が、
南側には馬

ば

場
ば

があった。現在は仕切石垣・門跡ともにすべて埋没して
おり、今後の発掘調査による解明が望まれる。
㉖二之丸東北隅櫓台

二之丸の東北隅角、清水門の南に位置する二重櫓で、基底部は東西
3 間半、南北 4 間 1 尺の規模を持っていたという。櫓台の石垣は明治
25 年（1892）に洪水の災害復旧時の資材として持ち去られて大半は失
われたが、平成 8 年（1996）に櫓台石垣が復元された。
㉗二之丸外堀

二之丸と三之丸を区画する部分に設けられた堀で、東は清水門側で
熊
くま

見
み

川
がわ

（千種川）に、西は西中門の先で海に開放し、それぞれの開放部
には柵状の施設を設けて船や漂流物の進入を防いでいた。また二之丸
門・西中門の前面では土橋が堀を分断しているため、二之丸の外堀は
不連続な堀となっていた。
㉘大手門

大手門の虎口は内枡形をなし、東面する高麗門と南面する櫓門から
構成される雄大な城門であった。明治初期に二つの門は失われたが、
昭和 30（1955）年に高麗門のみが大手隅櫓とともに赤穂城復興義士
尊像奉献奉賛会によって再建された。

㉓南沖櫓台

㉒水手門跡と周辺石垣

㉑米蔵跡休憩所

㉖二之丸東北隅櫓台

㉗二之丸外堀
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㉙大手隅櫓
大手門の北にある二重櫓で、東西 4 間半、南北 3 間半の基底部を

持つ二重櫓である。大手門を監視する到着櫓としての性格を持ち大手
門防備の要となる櫓である。明治初期に取り壊されたが、現在は大手
門や土塀とともに再建されている。
㉚大手門枡形と番所跡休憩所

大手門枡形は、高麗門を通過し右に折れて櫓門をくぐると、古絵図
によれば正面には番所と灯

とう

篭
ろう

があった。さらに枡形裏手は広い武
む

者
しゃ

溜
だ

まりとなり、その一角には上水道の汲み出し枡が備えられていた。枡
形石垣は、廃城後の明治 19 年（1886）に城内への出入りの便宜を図る
ため、櫓門があった部分を石垣により閉鎖し、新たに南側を開削する
という改変がなされた。平成 11 ～ 14 年度（1999 ～ 2002）にかけて
枡形周辺の土地の公有化と発掘調査を行うとともに、枡形石垣を旧状
に復して往時の動線を復元し、番所跡休憩所等の整備を行った。
㉛近藤源八宅跡長屋門

赤穂城の設計を担当した近藤三郎左衛門正純の子、近
こん

藤
どう

源
げん

八
ぱち

正
まさ

憲
のり

の
屋敷の長屋門である。近藤源八は父の跡を継いで甲州流軍学を修め、
浅野家の軍

ぐん

師
し

として 1000 石番
ばん

頭
がしら

の重職にあった。その屋敷は間口
33 間、奥行 31 間もの広大なものであったという。屋敷跡には道路
に面して長屋門のおよそ三分の一が残されており、平成 10 年（1998）
4 月に赤穂市指定文化財に指定され、その後復元整備が行われた。現
在は、土日・祝日に建物内部の公開が行われている。
㉜大石良雄宅跡長屋門

大石家は代々浅野家に仕えた重臣で、赤穂入封から断絶まで家
か

老
ろう

と
して大手門西側の一画に屋敷地を構えていた。屋敷地は間口 28 間、
奥行 45 間余りの広さを誇り、庭には池泉も造られていた。屋敷地は
｢大石良雄宅跡｣として大正 12 年（1923）3 月 7 日に国史跡として指
定されている。現在、屋敷跡は大石神社境内となっているが、道路に
面して長屋門が残されている。この長屋門は城内に残る数少ない江戸
時代建築のひとつで、昭和 54 年（1979）には解体修理が行われた。ち
なみに、元禄 14 年（1701）の刃傷事件を知らせる早

はや

籠
かご

が叩いたのがこ
の門である。
㉝三之丸東隅櫓台

清水門の北方、大手門との間の城壁が鈍角に折れる隅角部にある櫓
台で、往時は東西 3 間 5 尺、南北 4 間 1 尺の基底部をもつ二重櫓が
存在していた。櫓台上には自然石を用いた隅櫓の礎石が残されている。
㉞清水門跡
「川口門」とも呼ばれた清水門は、刃傷事件後の赤穂城明け渡しの際、

大石内蔵助が最後に城と惜別した舞台として知られる門である。門外
には熊見川沿いに米蔵・薬煙場・番所などがあり、米蔵の一部は昭和
61 年（1985）に発掘調査された。この米蔵のあった場所には現在赤穂
市立歴史博物館がある。平成 3 年（1991）には門前面の橋石垣の発掘
調査と復元整備が行われた。
㉟武家屋敷公園

清水門の西側に位置し、浅野時代には坂
さか

田
た

式
しき

右
え

衛門
もん

の屋敷があった。
昭和 58 年（1983）に門と瓦葺き土塀を復元し、内部は部屋の間取り

㉛近藤源八宅跡長屋門

㉚大手門枡形と番所跡休憩所

㉘大手門と㉙大手隅櫓

㉜大石良雄宅跡長屋門

㉞清水門跡
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表現を行ったほか、井戸屋
や

形
かた

や四
あずまや

阿などを設けている。また屋敷地の
植栽には当時の侍屋敷の生活をしのばせる花木や薬草類なども植えら
れ、往時の侍屋敷の景観を再現している。
㊱船入跡

熊見川に開口した船
ふな

入
いり

で、昭和 59 ～ 61 年（1984 ～ 1986）にその
一部が発掘調査された。調査によれば、船入の入り口は間口 5.27m（3
間）、内部は入り口から奥に扇形に広がり、その護岸は高さ 2.5m の
石垣となって、桟橋状の突堤も備え付けられていた。また、船入の南
には一重櫓があったが、現在は櫓台石垣のみが残されている。
㊲干潟門跡・西南隅櫓台

三之丸の南端、城外に広がる干潟に面した門で、古絵図によれば高
麗門であったと思われる。門の内側には 蔀

しとみ

土
ど

居
い

が存在したようであ
るが、既に破壊されたためか発掘調査では確認できなかった。また干
潟門西方の城壁隅角には西南隅櫓台があり、往時は東西 3 間半、南
北 4 間 1 尺 5 寸の基底部を持つ二重櫓が存在した。
㊳塩屋門跡

搦
からめ

手
て

となる塩屋門は枡形と高麗門から構成されていた。枡形内には
太
たい

鼓
こ

櫓
やぐら

があり、塩屋門の外に展開する侍屋敷に向け合図を発したとい
う。枡形石垣は現在もよく残り、枡形内部の雁木坂や枡形外面の複雑
な石垣の折れなど特徴ある構造を今も見ることができる。
㊴西隅櫓台

塩屋門の南にある櫓台で、往時は東西 3 間半、南北 4 間半の基底
部を持つ二重櫓が存在した。また現在は失われているが、この櫓台か
ら沼と侍屋敷を画する土手が南西方向に延びており、櫓台裾付近には
三之丸外堀の水量調節の水門が設けられていた。
㊵樋門

二之丸外堀の水量調節の樋門で、三之丸城壁の石垣面に開口してい
る。水は堀から溝によって導かれ、城壁の下を通りこの樋門から城外
へ排出された。樋門の石材には「延享三年寅五月」の銘が見られる。延
享 2 年（1745）の『播磨国赤穂城石垣崩并樋損候覚』という絵図に樋門
修理の記事が書き込まれており、その年号から判断してこの樋門の
修理記録と思われる。この絵図によれば、樋の寸法は長さ 5 間 4 尺、
高さ 1 尺 5 寸、幅 2 尺 5 寸であったことがわかる。
㊶三之丸外堀

三之丸と城下の間に設けられた堀で、清水門から塩屋門西までの間
に巡っていた。廃城後は田畑となったが、順次復元されたものの、塩
屋門周辺は区画整理により道路や宅地となり埋められている。その一
部については、発掘調査によって護岸石垣が検出されており、現在は
モニュメント公園が整備され、往時の堀幅を表示している。埋没した
堀部分については、昭和 46 年の史跡指定時には、指定範囲から除外
されていたが、平成 15 年 8 月 27 日に史跡の追加指定を受けた。
㊷三之丸石垣の屏風折

三之丸北西部に見られる横矢の一つで、真っ直ぐな石垣の途中を短
く折ることによって突出部をつくりだし、その形から屏

びょう

風
ぶ

折
おれ

とも言わ
れる。往時は石垣の上に土塀が巡らされていた。

㊳塩屋門跡

㊲干潟門跡・西南隅櫓台

㉟武家屋敷公園

㊶三之丸外堀

㊷三之丸石垣の屏風折 発行　平成 21 年 3 月３１日
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